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企業システムにおける課題企業システムにおける課題
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これからのITシステムの流れこれからのITシステムの流れ

コスト削減 ・ 効率化

業務ロジックは継続

19901990年～年～

20002000年～年～

20102010年～年～

Web

クラサバ

クラウド
コンピューティング

・・・

•ネットワークの進化

•Webブラウザの台頭

「IT所有」から「ITの利用」へ

仮想化

ITシステムの流れは「IT所有」から「ITの利用」へ
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クラウドコンピューティングの方向性クラウドコンピューティングの方向性

コストメリット

柔軟性

スケール
メリット

信頼性
セキュリティ

企業システム

プライベートクラウド

情報系システム

主にイントラネット経由で

サービス

基幹システム

ユーザ部門

パブリッククラウド

主にインターネット経由で

サービス

企業システム

情報系システム
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情報システム部門の課題情報システム部門の課題

システムのクラウド化と
コスト削減を

両立できるか？

上層部からの
ITインフラ活用に対する要求

コンプライアンス

•内部統制

スピードアップ

• 開発生産性の向上

• サービス提供の迅速化

セキュリティ

•セキュリティの向上、確保

•情報漏洩対策

•ディザスタリカバリ

社会的責任

•グリーンIT

•業務継続性の向上

コスト削減

• システムリソースの有効利用

• 業務とインフラのライフサイクル
ギャップ

• レガシーシステムの延命

• ハードウェア台数削減

• システム構築の工数を削減
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システムのクラウド化とコスト削減を
両立するためのテクノロジー
システムのクラウド化とコスト削減を
両立するためのテクノロジー

仮想化/集約化

システムの処理性能

サーバ／ストレージの仮想化
「1サーバ1システム」から

「1サーバ多システム」への集約

《基幹系ジョブ》《スループット系ジョブ》

webフロント系/基幹系業務を両立する
トータルな処理能力
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一般的な仮想化／集約化技術一般的な仮想化／集約化技術

サ
ー
バ

ス
ト
レ
ー
ジ

仮想化/
集約化

業務1

業務2

業務3

サーバ1

サーバ2

サーバ3

ハードウェア層

ファームウェア層

OS層

業務1 業務2 業務3

複数のサーバを

1台のサーバへ

集約

ハードウェア層での仮想化
物理パーティション…

ファームウェア層での仮想化
VMwareEMS、Xen…

OS層での仮想化
Solarisコンテナ…

物理DISK 物理DISK
物理DISK 物理DISK

仮想ディスク化

複数のディスクを

1つの仮想ディスクとして

集約

仮想化/
集約化

ハードウェアによる仮想化
SANスイッチ型
ディスクアレイ型
ハードRAID

ソフトウェアによる仮想化
ソフトRAID
仮想ファイルシステム
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クラウド時代に必要なシステム処理能力クラウド時代に必要なシステム処理能力

《基幹系ジョブ》
・DB処理

・バッチ処理

《スループット系ジョブ》
・Webアクセス処理
・ID管理処理

・アプリケーション処理

業務によって必要な性能特性が異なる

スループット系の処理では

小さいジョブ大量処理が必要

基幹系の処理では

大きなジョブの処理が必要

スループット性能 バッチ処理性能

業務特性に合ったマルチコア/マルチスレッドでなければ

処理効率の悪いシステムとなる
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クラウドはわかるけど。。。クラウドはわかるけど。。。

クラウド化は今後のITシステム設計には必要不可欠

昨今の不況下ではコスト削減の検討も必要不可欠

仮想化が最適だが、性能やセキュリティへの配慮も必要

仮想化技術も何を選択すればいいか分からない・・・

このお悩みは弊社UNIXサーバで解決出来ます！このお悩みは弊社UNIXサーバで解決出来ます！
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課題解決のために課題解決のために
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「サーバ仮想化」導入の懸念事項(複数選択可)「サーバ仮想化」導入の懸念事項(複数選択可)

出典：ガートナー (ITデマンド・リサーチ)／調査：2008年11月

「2008年後期 企業ユーザーITデマンド調査報告書 第1部 Computer Systems」

11.2%

14.8%

15.8%

20.4%

22.9%

23.7%

24.1%

32.6%

59.4%

2.0%その他

ビジネス効果が見えない

仮想化技術そのものが難しく理解しにくい

仮想化とその他製品間の整合性

ソフトウェア・ライセンスの問題がある

ベンダーのスキル

どの技術・製品が良いのか不明

実績

社内のスキル

安定性・信頼性

不安を全て解消する不安を全て解消する

弊社弊社UNIXUNIXサーバの仮想化技術サーバの仮想化技術を紹介しますを紹介します！

製品選択に不安

安定性や信頼性が不安

スキルに不安

n=717



Copyright 2009 FUJITSU LIMITED12

サーバ仮想化技術ご紹介サーバ仮想化技術ご紹介
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一般的なサーバの仮想化技術一般的なサーバの仮想化技術

ハードウェア層での

仮想化

ハイパーバイザー層

での仮想化

OS層での

仮想化分割階層分割階層

構成図構成図

特長特長

業務業務AA業務業務AA 業務業務BB業務業務BB 業務業務AA業務業務AA 業務業務BB業務業務BB 業務業務AA業務業務AA 業務業務BB業務業務BB

OSOS OSOS OSOS OSOS OSOS

ハードウェア
リソース

ハードウェア
リソース

ハードウェアリソース ハードウェアリソース

ファームウェア ファームウェア ファームウェアファームウェア

障害隔離性高障害隔離性高 柔軟性高柔軟性高

アプリケーションの独立性

OSの独立性

ハードウェアの独立性

耐障害性耐障害性

SPARC
Enterprise

での実現方法

SPARC
Enterprise

での実現方法

ハードウェア

パーティショニング
LDoms Solarisコンテナ
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クラウドを活かすサーバ仮想化技術クラウドを活かすサーバ仮想化技術

柔軟性
(迅速な環境構築)

コストメリット

スケールメリット

信頼性

セキュリティ

Solaris
コンテナ

LDoms
ハードウェア

パーティショニング

◎

◎◎◎

△△

○○◎

クラウド環境構築には

Solarisコンテナでの仮想化が最適

クラウド環境の
構築要件

◎◎○
＜SPARC Enterpriseサーバの信頼性で対応＞
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SolarisコンテナとはSolarisコンテナとは

Solaris10Solaris10

コンテナコンテナ

Web

サーバA

Web

サーバA

コンテナコンテナ

Web

サーバB

Web

サーバB

コンテナコンテナ

Web

サーバC

Web

サーバC

コンテナコンテナ

Mail

サーバ

Mail

サーバ

仮想Solaris仮想Solaris 仮想Solaris仮想Solaris 仮想Solaris仮想Solaris 仮想Solaris仮想Solaris

1つのSolaris 10環境上に、
複数の仮想Solaris環境(Solarisコンテナ)を構築

ハードウェア構成に依存せず、最大8191個の仮想OSを構築可能

ハードウェアリソースを柔軟に配分

OS標準機能のため追加コスト必要なし(無償)

エミュレーション層がないため、仮想化オーバーヘッドなし
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Solarisコンテナの柔軟性Solarisコンテナの柔軟性

ハードウェアリソースの配分を
柔軟に変更可能

利用したいリソースを

利用したい分だけ提供可能

Solaris10Solaris10

コンテナコンテナ

業務Z業務Z

仮想Solaris仮想Solaris

コンテナコンテナ

業務E業務E

仮想Solaris仮想Solaris

コンテナコンテナ

業務D業務D

仮想Solaris仮想Solaris

コンテナコンテナ

業務C業務C

仮想Solaris仮想Solaris

コンテナコンテナ

業務B業務B

仮想Solaris仮想Solaris

コンテナコンテナ

業務A業務A

仮想Solaris仮想Solaris ・・・・・

最大8191個

オンラインでのリソース移動

自動負荷調整

CPU使用率/メモリ使用率を

柔軟に設定可能

新環境を

わずか15分

程度で

提供可能

不要な環境の

削除も簡単

ゲストOSのインストール不要
新規構築および削除が簡単

OS標準の仮想化機能 追加コストが不要
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Solarisコンテナの障害隔離性Solarisコンテナの障害隔離性

Kernel , H/W

zone2zone1 zone3

アプリBアプリA アプリC
仮想OS間は

アクセス不可
(ネットワーク経由では可能)

アプリレベルでの

障害は他コンテナへ
影響なし

仮想OSレベルでの

障害は他コンテナへ
影響なし

管理OS(global zone),

F/W, H/Wレベルでの

障害は全コンテナへ

影響あり

仮想OS間のAPI通信を遮断
他コンテナ間で

仮想OSレベルで隔離性確保

H/Wレベルでの障害は

SPARC Enterpriseの高信頼性でカバー
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SPARC Enterpriseの高信頼性SPARC Enterpriseの高信頼性

万一壊れても業務を継続出来る

 エラー訂正機能

 動的縮退機能

 高度なメモリ保護

エラーが発生しても自動で修復
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プロセッサレベルでのエラー訂正機能プロセッサレベルでのエラー訂正機能

「SPARC64 VI/VIIによるシステム

停止を回避するため、全回路に

”エラー検出機構” と ”リカバリー

機構”を装備

SPARC64 VIIのエラー検出と自己修復範囲

ハードによるエラー検出と
ハードによる自己訂正

ハードによるエラー検出

エラーが起きても影響無

本図はエラー検出範囲の概略を示すものであり、実際のチップの
フロアプランを正確に反映するものではありません。

メインフレーム向けプロセッサで実装されてきたメインフレーム向けプロセッサで実装されてきたRASRAS技術をすべて採用技術をすべて採用
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SPARC64 VI/VIIの動的縮退機能SPARC64 VI/VIIの動的縮退機能

Cache way単位/ Core単位CPU単位CPU縮退単位

故障箇所を自動縮退し、継続実行。システムリセットCPU異常発生時

SPARC EnterpriseIAサーバ

万一壊れても業務継続し、性能劣化も最小に抑える

SPARC Enterprise

IAサーバ

時間
（障害経過
）

Ｌ２キャッシュ
１ｂｉｔエラー

多発

Ｌ２キャッシュ
１ｂｉｔエラー

多発

CPU
コア数
（性能
）
４

２

CPU切離し

way縮退

way縮退

CPU切離しのメカニズム比較 (キャッシュエラーの場合)

障害発生部位をOSの関与／
OSリブート無しに キャッ
シュWay単位、
コア単位で動的に切離し、
影響範囲を最小化
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Solaris10と連動した高度なメモリ保護Solaris10と連動した高度なメモリ保護

ミラーあり

ミラー無し

メモリ構成

関連プロセスを自動再起動
(エラー領域をOS管理範囲から除外)

OSパニック2ビットエラー

2ビットエラー

ミラーを維持し継続運用
(エラー領域をOS管理範囲から除外)

ミラー解除し継続運用
(以後の動作はミラー無しと同等)

1ビットエラー固定

修正し継続運用修正し継続運用1ビットエラー単発

継続運用
(エラー領域をOS管理範囲から除外)

OSスローダウン
パニック

1ビットエラー固定

修正し継続運用修正し継続運用1ビットエラー単発

SPARC Enterprise / SolarisIAサーバエラー内容

万一壊れても業務への影響を自動回避

エラー発生後ミラー解除 エラー発生後もミラー継続
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Solarisコンテナの運用Solarisコンテナの運用

仮想OS
環境

仮想OS
環境

仮想OS
環境

OS環境

カーネル

ハードウェア

従来のOSに相当

OS環境上に

構築された

ソフトウェア

パーティション

今までのSolaris管理スキルがあれば、簡単に使えます。

固定のIPアドレスを持つ
(仮想OS環境間はネットワーク通信のみ)

仮想OS環境毎にroot権限を設定

仮想OS環境毎に
boot, reboot, shutdown可

1つの仮想OS環境がクラックされても
他の仮想OS環境には影響せず

許可された物理デバイスのみ
アクセス可能

OBPからbootするOS

全ての物理デバイスにアクセス可能

ハードウェア情報を取得可能

仮想OS環境の設定/制御が可能

Solarisコンテナの動きを

理解すれば簡単です！

Solarisコンテナの動きを

理解すれば簡単です！

Solaris 8/9スキルがあれば

すぐに使いこなせます！

Solaris 8/9スキルがあれば

すぐに使いこなせます！
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Solaris 8/9 Containers※で簡単に仮想化！Solaris 8/9 Containers※で簡単に仮想化！

アプリケーション

Solaris 10

Solarisコンテナ

Solaris 10
仮想OS

Solaris 10
仮想OS

Solaris 8
仮想OS

Solaris 9
仮想OS

Solaris 8/9 Containers

SPARC Enterprise
旧環境

Solaris 8

旧環境

Solaris 9

非仮想化環境

Solaris 10

非仮想化環境

Solaris 10

従来のSolaris 8/9環境を

そのままSolaris 10上で動作可能

Solaris 10環境だけでなく、

Solaris 8/9環境も簡単に仮想化が

可能

※Solaris 8/9 Containers：有償プロダクトとしてご提供
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運用性/管理性の向上運用性/管理性の向上

今までは個別に
パッチを適用

業務１

業務２

業務３

コンテナ環境は
自動的に
パッチ適用

コンテナ

業務１

コンテナ

業務２

コンテナ

業務３

Solarisコンテナ環境

Solarisコンテナで運用性/管理性が大幅に向上

<パッチ適用> <テスト環境構築/バックアップ>
Solaris10 OS環境

sysvol

DBサーバ

Oracle Database 
11g

仮想OS環境

DBサーバ

Oracle Database 
11g

non-global zone

DBサーバ

Oracle Database 
11g

non-global zone

DBサーバ

Oracle Database 
11g

non-global zone

DBサーバ

Oracle Database 
11g

仮想OS環境

クローン機能により
簡単バックアップ

最大8191個まで
バックアップ可能

Solaris10 OS環境

sysvol

DBサーバ

Oracle
Database 11g

仮想OS環境

従来環境

Solaris10 OS環境

sysvol

DBサーバ

Oracle
Database 11g

仮想OS環境

アーカイブ

アーカイブ機能で
テスト環境を
簡単に構築可能
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ストレージ仮想化技術ご紹介ストレージ仮想化技術ご紹介
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一般的なストレージの仮想化技術一般的なストレージの仮想化技術

仮想化
方法

仮想化
方法

構成図構成図

特長特長

仮想化
階層

仮想化
階層

SANスイッチ ストレージ・コントローラ

物理DISK 物理DISK

仮想ディスク化

仮想化対応

スイッチ

物理DISK 物理DISK

コント
ローラ

スイッチを使うため
管理がシンプル

仮想化対応スイッチが必要

専用H/Wが必要な場合あり

高機能ストレージの性能を
フルに発揮可能

仮想化機能付きストレージが
必要

接続出来るストレージに
制約あり

ハードウェアによる仮想化ソフトウェアによる仮想化

物理DISK 物理DISK

仮想ディスク化

ソフトウェア

既存のSANを活用しやすい

I/Fを問わず様々な
ストレージを管理可能

OS上の

仮想化ソフトウェア
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クラウドを活かすストレージ仮想化技術クラウドを活かすストレージ仮想化技術

柔軟性
(迅速な環境構築)

コストメリット

スケールメリット

信頼性

セキュリティ

ストレージ
コントローラ

SAN

スイッチ

ソフトウェアに
よる仮想化

○

△△○

○◎

◎◎○

クラウド環境の
構築要件

○◎◎

◎

◎

Solaris 10には信頼性に優れた

ストレージ仮想化機能が標準搭載
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ストレージの仮想化技術：ZFS(※)ストレージの仮想化技術：ZFS(※)

仮想ストレージプール

物理DISK 物理DISK 物理DISK

ZFS ZFS

ボリューム管理不用なストレージプール/128bitファイルシステム

 64ビットチェックサムによる高信頼性

 データの冗長構成によるデータ保証
(RAID-Z／RAID-Z2)

 ストレージプールの概念による
ストレージ管理の簡素化

 ファイルシステムサイズの容易な変更

 スナップショット/クローン機能

(※)ZFS : Zettabyte File Systemの略
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ZFSの柔軟性ZFSの柔軟性

128Bitファイルシステムにより
無限の容量を取り扱い可能

リソース配分や新規領域追加/
物理ディスク追加も簡単に実行可能

利用したいリソースを

利用したい分だけ提供可能

物理DISK 物理DISK 物理DISK

/work /oracledb/test

物理DISK

ストレージプール

物理ディスクの

追加も簡単

リソースの増減も

オンラインで

実行可能

新規領域

追加も簡単

OS標準の仮想化機能 追加コストが不要
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ZFSの堅牢性ZFSの堅牢性

データと分離した
64Bitチェックサム

RAID-Z/Z2による
データの冗長性

高価なストレージ装置並の

データの堅牢性を実現
データの自己修復機能

仮想ストレージプール

物理DISK 物理DISK 物理DISK

ZFS ZFS

ミラー化構成

RAID-Z構成

非冗長構成

RAID5に近い構成
自己修復データを装備

RAID-Z2構成
RAID6に近い構成
自己修復データを装備

データ

チェック
サム

データ

チェック
サム

チェック
サム

チェック
サム

チェックサム自身の損傷も対応可能

→Bad Blockの修復も自動で可能
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ZFS+GDS(※1)でデータ保護をより強力にZFS+GDS(※1)でデータ保護をより強力に

 GDSとの組み合わせで安心してZFSが活用できます。
－システムディスクをミラーしてシステムを高可用化
－I/O応答時間の保証
－ディスク交換作業の簡素化（RAID装置と同等）

①管理画面で
エラーを確認

②CEに連絡

ミラー

ディスク異常

ミラー解除
LED点灯

自動

故障ディスク交換以外の保守作業は
自動的に行われる

CEが交換

自動でミラー復旧
※自動化の対象は内蔵ディスク

と増設ファイルユニット

ディスク1

ディスク0

ZFS

アプリ

下位ドライバ リトライ リトライ リトライ

応答時間(最大 1,080秒)

ディスク1

ディスク0

GDS

アプリ

下位ドライバ

応答時間(40秒)

I/Oエラー復帰

正常復帰

正常

故障

正常

故障

【I/O応答時間保証 なし】

【I/O応答時間保証 あり】

リトライせずに応答遅延が発生しているディスクを切り離すことで、I/O応

答時間を保証する。

ZFS

I/O応答時間の保証 ディスク交換作業の簡素化

(※1) PRIMECLUSTER GDS・・・ディスクのソフトウェアミラー環境をご提供する弊社ソフトウェア
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性能性能



Copyright 2009 FUJITSU LIMITED33

SPARC Enterprise + Solarisの優れた性能SPARC Enterprise + Solarisの優れた性能

2階層SAP標準アプリケーションSDベンチマーク結果2階層SAP標準アプリケーションSDベンチマーク結果

測定環境測定環境

測定結果測定結果

毎時3,931,330件オーダ項目処理数

1.94秒平均レスポンス時間

39,100ユーザ同時アクセスユーザ数

Solaris 10

Oracle 10g

SAP ECC Release 6.0

ソフト

ウェア

SPARC Enterprise M9000

- SPARC64 VII 2.52GHz

-L2キャッシュ6MB

- 64CPU(258コア)

- 主記憶1024GB

セントラル
サーバ

0

10,000

20,000

30,000

40,000

富士通
SPARC Enterprise
M9000(64CPU)
SPARC64 VII
2.52GHz

Sun
Sun Fire E25K
(72CPU)
UltraSPARC IV
1.2GHz

富士通
PRIMEPOWER
2500(128CPU)
SPARC64 V
2.08GHz

富士通
SPARC Enterprise 
M9000(64CPU)
SPARC64 VI
2.4GHz

21,000
ユーザ

10,175
ユーザ

39,100
ユーザ

25,130
ユーザ

x 1.86

x 3.84

※上記は2008年7月14日時点の内容です。なお、本資料に記載されているSAPベンチマーク記録は、SAP Standard Application Benchmark Council の規定に準拠し、SAP社による監査・認定を
受けたものです。（参照：http://www.sap.com/benchmark/）

※「2階層SAP標準アプリケーションSD(販売管理)ベンチマーク」はSAP R/3に含まれる販売管理アプリケーションを使用し、平均2秒以内のレスポンスが維持/継続される「同時アクセスユーザ数」をカ

ウントするベンチマークテストです。

※Two-tier SAP Sales and Distribution (SD) standard SAP ERP 2005 application benchmark:
■SPARC Enterprise Server M9000, 64 processors / 256 cores / 512 threads, SPARC64 VII, 2.52 GHz, 64 KB(D) + 64 KB(I) L1 cache per core, 6 MB L2 cache per processor, 1024 GB main memory Number of benchmark users & comp.: 39,100 SD (Sales & Distribution) Average dialog response time: 1.94 seconds Throughput: Fully Processed Order Line items/hour: 3,931,330 Dialog 
steps/hour: 11,794,000 SAPS: 196,570 Average DB request time (dia/upd): 0.012 sec / 0.028 sec CPU utilization of central server: 67% Solaris 10 Oracle 10g SAP ECC Release: 6.0  Certification Number. 2008042
■SPARC Enterprise Server Model M9000, 64 processors / 128 cores / 256 threads, SPARC64 VI, 2.4 GHz, 256 KB L1 cache per core, 6 MB L2 cache per processor, 1024 GB main memory Number of benchmark users & comp.: 25,130 SD (Sales & Distribution) Average dialog response time: 1.65 seconds Fully Processed Order Line items/hour: 2,588,330 Dialog steps/hour: 7,765,000 
SAPS: 129,420 Average DB request time (dia/upd): 0.025 sec / 0.067 sec CPU utilization of central server: 99% Solaris 10 Oracle 10gSAP ECC Release: 6.0 Certification Number. 2008040
■Fujitsu PRIMEPOWER 2500, 128-way SMP, SPARC64 V, 2080 MHz, 256 KB L1 cache, 4 MB L2 cache, 512 GB main memory Number of benchmark users & comp.: 21,000 SD (Sales & Distribution) Average dialog response time: 1.91 seconds Throughput: Fully processed order line items/hour: 2,116,330 Dialog steps/hour: 6,349,000 SAPS: 105,820 Average DB request time 
(dia/upd): 0.026 sec / 0.021 sec CPU utilization of central server: 98% Solaris 9 Oracle 9i SAP R/3 Release: 4.70 Total database disk space: 452 GB  Certification Number. 2005013
■Sun Fire Model E25k, 72-way SMP, UltraSPARC IV, 1200 MHz,128 KB(D) + 64 KB(I) L1 cache, 16 MB L2 cache,576 GB main memory Number of benchmark users & comp.: 10,175 SD (Sales & Distribution) Average dialog response time: 1.95 seconds Throughput: Fully processed order line items/hour: 1,021,330 Dialog steps/hour: 3,064,000 SAPS: 51,070 Average DB request time 
(dia/upd): 0.060 sec / 0.074 sec  CPU utilization of central server: 98% Solaris 9 Oracle 9i SAP R/3 Release: 4.70  Total disk space: 3,816 GB  Certification Number. 2004039
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SPARC Enterpriseによる
プライベートクラウド構築の利点

SPARC Enterpriseによる
プライベートクラウド構築の利点



Copyright 2009 FUJITSU LIMITED35

使い易いクラウド環境を実現する
SPARC/Solarisの最新テクノロジ
使い易いクラウド環境を実現する
SPARC/Solarisの最新テクノロジ

仮想

システムA

仮想

システムB

仮想

システムC

物理ディスク

仮想

システムD

CPUリソースの
追加が容易

【コンテナ】

新しい
仮想システムの

追加が容易
【コンテナ】

Solarisコンテナ

による
サーバ仮想化

Solarisコンテナ

による
サーバ仮想化

ＺＦＳによる
ストレージ
仮想化

ＺＦＳによる
ストレージ
仮想化

仮想ストレージへの
ディスク追加が

容易
【ZFS】

旧環境を
そのまま

仮想環境に
移行

【コンテナ】

ストレージ
リソースの

追加が容易
【ZFS】
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製品選択に不安

安定性や信頼性・性能が不安

スキルに不安

クラウド化/仮想化に対する懸念事項

＋

最適なクラウド環境を提供します！

クラウドコンピューティングのベストアンサー
SPARC Enterprise + Solaris
クラウドコンピューティングのベストアンサー
SPARC Enterprise + Solaris

太鼓判太鼓判

SolarisSolarisはクラウド標準対応はクラウド標準対応!!

SPARC EnterpriseSPARC Enterpriseで大丈夫で大丈夫!!

過去のスキルも活かせます過去のスキルも活かせます!!
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